
壇
上
で
脚
を
組
ん
だ
女
性
視
察
官

―
上
溝
高
女
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
ー

川
崎
高
校
　
　
白
　
　
川
　
　
重
　
　
敏

は
じ
め
に

終

戦
直
後

、

日
本

は
連

合

国
軍
最
高

司
令

官

総

司
令

部

（
ｏ
①
コ
ｏ
Ｅ
】

ェ
①
ａ

。
⊆
”
二
①
「
∽
ｏ
「
∽
〓
●
澪
ョ
ｏ
ｏ
ｏ
ョ
ョ
”
●
Ｑ
ｏ
「
ど
二
〓
①
＞
〓
一ｏ
Ｑ
蜀
ｏ
て
①
『∽

　̈
Ｇ

Ｈ

（
ｗ
／

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
　
以
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
略
）
に
よ
る
間
接
続
治
に
よ
る
占
領
時
代
を
迎
え
、

そ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
が

一
変
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
の
基
本
は
徹
底
し

た
民
主
化
で
あ
り
、
そ
れ
は

”
五
大
改
革
指
令
“
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
教
育

行
政
に
も
当
然
民
主
化
の
徹
底
が
実
施
さ
れ
、
連
合
軍
指
令
通
牒
と
し
て
各
学

校
に
指
令
さ
れ
た
。　
一
九
四
七

（昭
和
三
二
）
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軍
政
部
は
学
校
民

主
化
の
実
施
状
況
視
察
の
た
め
、
県
下
中
等
学
校

・
高
等
女
学
校
等
の
視
察
が

行
わ
れ
た
。
特
に
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軍
政
部
教
育
課
長
が
就
任
後
、
強
力

に
民
主
化
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
俗
に

「
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
旋
風
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

本
稿
は
、
昨
年
度
ま
で
勤
務
し
て
い
た
県
立
上
溝
高
等
学
校
が
、
終
戦
当
時

県
立
上
溝
高
等
女
学
校
と
し
て
他
の
旧
制
中
学
や
高
等
女
学
校
と
同
様
に
、
戦

後
の
教
育
の
民
主
化
政
策
の

一
環
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
視
察
を
受
け
、
そ
れ
が
当

時
の
上
溝
高
等
女
学
校
の
生
徒
に
と

つ
て
初
め
て
外
国
人
と
の

”
接
触
“
で
あ

り
、
生
ま
れ
て
初
め
て
体
験
し
た
外
国
文
化
と
の
出
会
い
で
も
あ

つ
た
こ
と
を
、

あ
る
卒
業
生
の
手
記
を
通
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

（注
１
）
県
立
上
溝
高
等
女
学
校

（現
県
立
上
溝
高
等
学
校
）
は
相
模
原
市

の
南
西
部
に
位
置
し
、
戦
後
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
軍
を
中
心
と
す
る

進
駐
軍
が
相
模
原
市
に
も
来
て
い
る
の
で
、
昭
和
三
二
年
に
な

つ

て
初
め
て

”
外
国
人
と
の
接
触
“
が
あ

っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い

と
思
う
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
卒
業
生
に
と

つ
て
、
日
の
当
た
り

に
見
た
の
が
昭
和
三
二
年
九
月
だ
と
い
う
。

ｌ
　
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軍
政
部
の
学
校
視
察

（１
）
日
本
側
地
方
教
育
行
政
官
関
係
者
か
ら
見
た
教
育
官
像

学
校
視
察

（
∽
３
８
〓
●
∽ｏ
８
〓
ｏ
●
）
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
や
諸
法
令
に
則
し

た
教
育
諸
政
策
の
実
施
状
況
を
検
証
、
確
認
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
日
本
側
に
必

要
な
措
置
を
と
る
た
め
の
有
効
な
方
法
と
し
て
、
占
領
期
を
通
じ
て
重
要
視
さ

れ
た
。
そ
し
て
学
校
視
察
の
ね
ら
い
は
、
単
な
る
状
況
把
握
に
止
ま
ら
ず
そ
れ

を
通
じ
て
占
領
教
育
管
理
政
策
の
浸
透
を
図
る
こ
と
に
あ

つ
た
。
そ
の
た
め
軍

政
部
は
教
育
課
長
に
当
初
Ｒ

・
ベ
ー
カ
ー
教
育
官

（
一
九
四
六
年
七
月
～

一
一

月
）
を
就
任
さ
せ
た
。
彼
は

「勝
者
と
し
て
の
優
越
感
よ
り
も
何
よ
り
も
教
育

を
愛
す
る
、
い
や
子
供
を
愛
す
る
教
育
者
で
あ

つ
た
。
教
育
者
と
し
て
の
見
識

と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
人
間
へ
の
愛
を
深
く
た
た
え
て
い
た
。
当
時
の
我
々
日

本
人
に
希
望
と
励
み
を
与
え
て
く
れ
た
。
（教
育
課
長
　
鈴
木
重
信
）
」
と
い
う

評
価
が
あ
る
よ
う
に
、
伝
統
や
慣
行
に
対
し
比
較
的
柔
軟
な
対
応
を
示
し
、
日

本
側
関
係
者
と
の
摩
擦
を
さ
け
て
斬
新
的
に
改
革
を
押
し
進
め
る
方
針
を
と
る

人
物
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
に
就
任
し
た
マ
ッ
ク
ナ
マ
ス
大
尉

（
一
九
四
六
年

一
一
月
～

一
九
四
九
年

一
一
月
）
は

「権
力
的
な
肌
合
い
の
人
物
で
、
指
導
は

峻
烈
を
き
わ
め
、
鬼
神
の
よ
う
な
恐
る
べ
き
存
在
で
あ

つ
た
。

（教
育
課
長

鈴
木
重
信
）」
と
い
う
人
物
で
、
教
育
改
革
こ
そ
、
日
本
が
民
主
国
家
、
文
化

国
家
と
し
て
再
生
す
る
た
め
の
礎
で
あ
り
、
幾
多
の
困
難
が
あ

つ
て
も
、
最
優

先
の
緊
切
な
政
策
課
題
と
し
て
徹
底
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
の
信
念
を

持

っ
て
い
る
教
育
官
で
あ

つ
た
。
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（２
）
学
校
視
察
の
基
本
方
針

学
校
視
察

（
∽
３
ｏ
ｏ
〓
湧
ｏ
８
〓
ｏ
コ
）
は
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
や
諸
法
令

に
則
し

た
教
育
諸
政
策
の
実
施
状
況
を
検
証
、
確
認
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
日
本
側
に
必

要
な
措
置
を
と
る
た
め
の
有
効
な
方
法
と
し
て
、
占
領
期
を
通
じ
て
重
要
視
さ

れ
た
。
し
か
し
軍
政
組
織
の
整
備
や
政
策
課
題
の
優
先
性
に
よ
る
教
育
管
理
の

性
格
の
変
化
が
当
然
視
察
の
形
態

・
重
点
に
推
移
を
も
た
ら
し
、
初
期
に
お
け

る
監
視
、
摘
発
中
心
の
傾
向
が
次
第
に
指
導
、
援
助
的
色
彩

へ
と
置
き
換
え
ら

れ
て
い
つ
た
。

一
九
四
五

（昭
和
三
ｏ
）
年

一
ｏ
月
～
年
末
に
か
け
て
、
連
合
国
軍
司
令
部

は
日
本
の
教
育
管
理
に
関
す
る
基
本
的
指
令
を
発
令
し
、
軍
国
主
義

・
超
国
家

主
義
教
育
の
禁
上
方
針
を
日
本
の
行
政
機
関
を
通
じ
、
日
本
国
民
に
示
達
す
る

関
係
法
令
を
整
備
し
た
。
第
八
軍
司
令
部
は
学
校
視
察
の
た
め
の
準
拠
規
定
の

検
討
に
着
手
し
、
施
行
命
令

「
日
本

の
教
育
施
設
に
対
す
る
視
察
の
件
」

（
一

九
四
六
年
二
月

一
三
日
）
と
し
て
管
下
部
隊
に
発
令
し
、　
一
九
四
六
年

一
二
月

六
日
、
内
容
が
集
大
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
学
校
視
察

の
ね
ら
い
は
、
単
な
る
状
況
把
握
に
止
ま
ら
ず
、
そ

れ
を
通
じ
て
占
領
教
育
管
理
政
策
の
浸
透
を
図
る
こ
と
に
あ

っ
た
。

（３
）
各
学
校

へ
の
通
達
指
令

で
は
実
際
各
学
校
に
は
ど
の
よ
う
な
形
で
、
学
校
視
察
に
つ
い
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軍

政
部
の
通
達
が
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
県
立
上
溝
高
等
女
学
校

（現
上
溝
高
校
）

に
は
次
の
よ
う
な
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（史
料
１
）

昭
和
二
十
二
年
十

一
月
二
十
七
日

教
　
育
　
部
　
長

三
　
市
　
長

地
方
事
務
所
長
　
　
殿

中
等
学
校
長

軍
政
部
視
察
掛
官
に
対
す
る
応
接
に
つ
い
て

軍
政
部
掛
官

の
学
校
視
察
に
際
し
て
は
、
種
々
細
心
の
ご
配
慮
を
以
て
応

接
の
こ
と
と
思
ふ
が
、
先
般
某
校
巡
視
の
際
に
掛
官
を
三
十
分
も
廊
下
に
待

た
せ
置
く
等

の
礼
を
失
す
る
事
件
な
ど
も
あ
り
、
今
後
軍
政
部
掛
官
に
は
誰

人
た
る
を
問
は
ず
礼
を
訣
く
こ
と
の
な

い
様
に
取
り
計
は
れ
た
く
、
念
の
た

め
通
知
す
る
。
特
に
学
校
長

・
教
頭
不
在
の
場
合
に
は
次
席
者
が
責
任
を
以

て
遺
憾
措
置
な
き
を
講
ぜ
ら
れ
た

い
。

尚
参
考

の
た
め
軍
政
部
民
間
情
報
教
育
課
の
掛
官
氏
名
主
要
職
掌
は
左
記

の
通
り
で
あ
る
か
ら
御
含
み
置
き
願
い
た
い
ｏ

コ
し

一〓
ロ

マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
氏
　
　
課
　
長
　
　
　
　
　
ク
ル
ッ
ク
氏
　
小
学
校
掛
官

シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
女
史
　
高
等
女
学
校
掛
官
　
田
中
氏
　
　
中
等
学
校
掛
官

小
川
女
史
　
　
　
　
　
新
制
中
学
校
掛
官

備
　
考

軍
政
部

の
用
務
を
も

っ
て
日
本
人
通
訳
が
来
校
す
る
際
も
同
様
に
考

へ
ら

れ
た
い
。

戦
後
神
奈
川
県
は
横
須
賀
市
を
除
き
、
軍
政
部

（
の
ち
民
事
部
）
の
管
轄
下

に
あ
り
、
教
育
に
関
し
て
は
そ
の
教
育
担
当
者
が
責
任
と
権
限
を
持

っ
て
い
た
ｏ

特
に
昭
和
二

一
年
か
ら
二
五
年
ま
で
就
任
し
て
い
た

マ
ッ
ク

マ
ナ
ス
大
尉
は
、

四
大
指
令
そ
の
他
関
係
通
牒
の
実
施
に
非
常
に
厳
格
で
ぁ

っ
た
こ
と
は
冒
頭
に

も
触
れ
た
が
、
違
反
の
疑

い
あ
る
校
長
を
追
放
し
た
り
、
教
育
適
格
審
査
が
甘

い
こ
と
を
叱
責
し
た
り
、
随
時
ジ
ー
プ
で
学
校
に
乗
り
付
け
、
厳
し
い
忠
告
を

す
る
な
ど
、

い
わ
ゆ
る

「
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
旋
風
」
と
呼
ば
れ
恐
れ
ら
れ
、
学
校
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現
場
で
は
ト
ラ
ブ
ル
を
ま
き
散
ら
し
て
い
た
。
こ
の
史
料
は
軍
政
部
掛
官
が
来

校
し
た
と
き
に
は
細
心
の
配
慮
を
も

っ
て
応
対
す
る
旨
の
通
達
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
通
達
が
で
る
と
い
う
こ
と
は
、
占
領
期
初
期
に
お
い
て
係
官
に
よ
る
横

暴
な
実
態
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
学
校
視
察
が
、
か
な
リ
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て

い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

（注
２
）
『戦
後
地
方
教
育
制
度
成
立
過
程
の
研
究
』
阿
部
　
彰

　

四
九
ペ
ー
ジ

（注
３
）
『戦
後
地
方
教
育
制
度
成
立
過
程
の
研
究
』
阿
部
　
彰
　
一
〇
四
ペ
ー
ジ

（注
４
）
『連
合
軍
通
牒
綴
』
第
二
冊
　
神
奈
川
県
立
上
溝
高
等
学
校
所
蔵
文
書

２
　
視
察
現
場
か
ら

県
立
上
溝
高
等
学
校
は
、　
一
九

一
一

（明
治
四
四
）
年
四
月
に
創
立
し
た
学

校
で
、
昨
年

（二
ｏ
ｏ

一
年
）
で
創
立
九
〇
周
年
を
迎
え
た
学
校
で
あ
る
。
そ

の
前
身
で
あ
る
県
立
上
溝
高
等
女
学
校
は
、
戦
時
中
は
陸
軍
相
模
原
造
兵
廠
の

学
校
工
場
に
も
転
用
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
然
視
察
の
対
象

に
な
っ
た
。

学
校
視
察
を
受
け
た
上
溝
高
女
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
『創
立
九
〇
周
年
記
念
誌
』
を
編
集
す
る
関
係
か
ら
、
当
時
の
職
員
や
卒

業
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
当
時
の
思
い
出
話
な
ど
か
ら
お
お
ま
か
な
実

態
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
昭
和
三
二
年
二
学
期
最
初
か
ら
数
度

（但
し
学
校
に
は
記
録

な
し
）
、
数
名

（生
徒
は
授
業
中
だ

っ
た
の
で
は

っ
き
り
覚
え
て
い
な
い
。
当

時
の
職
員
か
ら
は
情
報
な
し
）
の
視
察
官
が
ジ
ー
プ
で
乗
り
付
け
た
と
い
う
。

人
数
は
ジ
ー
プ
に
乗
れ
る
範
囲
か
ら
四
～
五
名
か
。
内

一
人
は
日
本
人
通
訳
だ

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
学
校
の
対
応
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
と
い
う
と
、
昭

和
三
二
年
二
学
期
最
初
に
視
察
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
恐
ら
く
数
日
前
ま
で
に

連
絡
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
校
内
に
お
け
る
戦
争
関
係
書
類

。
図
書
を
大

処
分
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
旧
職
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

「本
を
処
分
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
回
答
が
あ

っ
た
こ
と
で
も
わ
か
る
。

視
察
当
日
は
女
性
係
官
シ
ュ
レ
イ
ダ
ー
女
史

一
行
が
来
校
し
、
授
業
参
観

。

校
長
室

・
職
員
室
を
視
察
し
、
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
視
察
す
る
予
定
が
、

校
長
の
機
転
で

”
歓
迎
会
“
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
講
堂

へ
案
内
し
、
他
の
施

設
へ
の
視
察
を
予
定
変
更
さ
せ
た
と
の
こ
と
。
英
語
科
の
先
生
も
通
訳
と
し
て

同
行
し
た
。
シ
ュ
レ
イ
ダ
ー
女
史

一
行
は
、
講
堂
で
男
女
同
権

。
選
挙

・
積
極

的
な
意
思
表
示

・
生
徒
会
の
設
立
等
を
演
説
し
、
機
嫌
良
く
帰

っ
た
と
い
う
。

そ
の
時
の
様
子
が
昭
和
三
二
年

一
〇
月
発
行
の
学
校
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
。

（史
料
２
）

（前
略
）
…
ま
た
三
二
年
に
軍
政
部
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
教
育
課
長
を
は
じ
め
教

育
係
官
が
度
々
視
察
に
来
校
し
て
、
校
内
施
設
や
各
方
面
の
調
査
と
授
業
参

観
を
し
、
講
堂
で
全
校
生
徒
に
短
い
講
話
を
し
た
。
そ
の
時
の
女
学
校
係
官

ミ
セ
ス

・
ジ
ユ
レ
イ
ダ
ー
の
言

（抜
粋
）
。

「皆
さ
ん
は
皆
活
発
で
明
朗
で
理
知
的
で
あ
り
、
日
本
を
再
建
す
る
女
性

と
し
て
望
ま
し
く
、
私
は
皆
さ
ん
と

一
緒
に
生
徒
自
治
会
で
働
け
る
の
が
嬉

し
い
。
し
か
し

一
般
的
に
日
本
で
は
ま
だ
女
子
が
男
子
と
同
等
で
あ
る
と
い

う
考
え
が
薄
い
と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
の
婦
人
は
非
常
な
努
力
に
よ
つ
て
選
挙

権
を
得
た
が
、
日
本
の
婦
人
は
敗
戦
後
軍
政
部
の
助
け
に
よ
つ
て
容
易
に
得

ら
れ
た
の
で
、
選
挙
権
を
重
視
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
選
挙
に
対
す
る

心
構
え
を
し

っ
か
り
持

っ
て
ほ
し
い
。
」

（
『
学
校

ニ
ュ
ー
ス
』
Ｎｏ
５
）
…

（後
略
）
。

こ
の
ほ
か
生
徒
た
ち
が
学
校
視
察
に
対
し
ど
の
よ
う
に
反
応
し
て
い
た
か
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を
九
〇
周
年
記
念
誌
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
拾

い
集
め
て
み
る
と
次

の
よ
う

な
も

の
が
あ

っ
た
。

Ｏ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
教
育
担
当

の
マ
ク
マ
ナ
ス
氏
が
来
て
、
衛
生
面
を
重
点
的
に
見

て
い
っ
た
ｃ

Ｏ
英
語
の
時
間
に
五
～
六
人
ぐ
ら
い
の
進
駐
軍
が
入

っ
て
き
て
授
業
を
た
だ
、

じ
ろ
じ
ろ
と
見
て
帰

っ
た
ｃ

Ｏ
昭
和
三
二
年
頃
、
キ
リ
ス
ト
教
の
話
を
人
形
を
使

っ
て
バ
イ
ブ
ル
、
賛
美

歌
を
歌

っ
て
、
教
育
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

（注
５
）
『光
陰
―
創
立
八
〇
周
年
記
念
―
』
神
奈
川
県
立
上
溝
高
等
学
校

よ

り

３
　
視
察
当
日
　
―
上

卒
業
生
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ

ョ
ツ
ク
ー

こ
こ
に
紹
介
す
る
手
記
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
軍
政
部

の
学
校
視
察
に
対
し
て
の

一
卒

業
生
の
そ
の
時
の
気
持
ち
で
あ
る
。
本
の
中
や
、
頭
の
中
で
描

い
て
い
た
ア
メ

リ
カ
人
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時

の
気
持
ち
、
そ
し
て
文
化
の
違

い
に
よ
る

シ
ョ
ッ
ク
が
伝
ゎ

っ
て
く
る
。

（史
料
３
）

手

　

記

昭
和
三
〇
年
八
月

一
五
日
、
玉
音
放
送
と
共
に
長

い
戦
争
の
時
代
は
終
わ

つ

た
。
当
時
上
溝
高
女
三
年
生
だ

っ
た
私
達
は
学
校
工
場
の
作
業
か
い
は
解
放
さ

れ
た
も
の
の
、
極
度
の
食
糧
難
と
物
資
不
足
の
た
め
、
食
糧
増
産
と
そ
の
た
め

の
校
地
利
用
を
県
か
ら
指
示
さ
れ
、
多
く

の
時
間
が
農
場
作
業
に
当
て
ら
れ
、

授
業
に
打
ち
込
め
な

い
状
態
が
し
ば
ら
く
の
間
続

い
た
。

授
業
が
軌
道
に
乗

っ
て
き
た

の
は
翌
二

一
年

の
後
半
か
ら
で
あ

つ
た
と
思

う
。
し
か
し
工
場
と
し
て
使
わ
れ
た
木
造
校
舎

の
修
復
は
な
ら
ず
、
床
の
な

い

土
間
に
机
を
並

べ
、
高

い
教
壇
の
先
生
と
黒
板
を
見
上
げ
て
の
授
業
で
あ

つ
た
ｏ

冬
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
台
の
通
風
国
と
破
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
寒
風
が
吹

き
込
み
、
オ
ー
バ
ー
着
用
で
授
業
を
受
け
た
。
生
徒
達
の
服
装
は
両
親
の
古
着

で
作

っ
た
ズ
ボ

ン

・
古
毛
糸

の
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー

・
姉
達

の
お
古

の
制
服

（上
衣
）
、
そ
れ
に
大
部
分
の
人
が
足
袋
と
下
駄
で
あ

つ
た
ｏ

私
達
が
五
年
生
に
な

つ
た
昭
和
三
二
年
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
政
部

の
指
導
で
生

徒
自
治
会
が
発
足
し
、

マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
教
育
課
長
と
係
官
が
県
下
の
各
校
を
視

察
し
た
。
女
学
校
の
視
察
に
は
女
性
の
係
官
が
当
た
る
と

い
う
こ
と
で
、
母
校

に
は
ミ
セ
ス

ｏ
ジ

ュ
レ
イ
ダ
ー
が
来
校
し
た
。
二
学
期
の
初
め
頃
だ

つ
た
と
思

う
が
、
先
生
方
も
生
徒
も
初
め
て
の
ア
メ
リ
カ
の
女
性
の
来
校
に
前
日
か
ら
緊

張
し
て
い
た
。
反
面
、
幾
分
興
味
津
々
の
気
分
で
あ

っ
た
。
荒
れ
た
校
舎
は
普

段
か
ら
よ
く
清
掃
し
て
あ

つ
た
が
、
更
に
念
入
り
に
磨
き
、
当
日
を
迎
え
た
。

ミ
セ
ス

・
ジ

ュ
レ
イ
ダ
ー
は
新
美
校
長
の
先
導
で
各
教
室

（授
業
）
を
見
て

回
り
、
最
後
に
音
楽
の
得
意
な
下
級
生
の
ク
ラ
ス
の
合
唱
を
聴

い
た
。
こ
れ
は

新
美
校
長
の
機
転
で
、
校
長
自
ら
タ
ク
ト
を
振
り
、
女
史
を
大

い
に
喜
ば
せ
た

そ
う
で
あ
る
。
・‥

（中
略
）
…

視
察
の
日
程

の
最
後
に
講
堂
に
全
校
生
徒
が
参
集
し
、
女
史
の
講
話
を
聞
く

こ
と
に
な

つ
て
い
た
。
私
は
床
の
な

い
講
堂
の
土
間
に
並
べ
ら
れ
た
椅
子
の
最

前
列
に
座

っ
て
い
た
。
ミ
セ
ス

・
ジ

ュ
レ
イ
ダ
ー
が
入
り
口
に
現
れ
た
そ
の
時
、

そ
の
美
し
い
容
姿
に
目
を
見
張

っ
た
。
う
す

い
グ
リ
ー
ン
の
ス
ー
ツ

（軍
政
部

女
性

の
制
服
）
に

ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
靴
、
金
髪
を

ア
ツ
プ
に
結

い
上
げ
た
姿
は

『
ス
タ
イ
ル
ブ

ツ
ク
』

（知
人
の
家
で
見
て
い
た
）
か
ら
抜
け
出
た
よ
う
で
あ

つ

た
。や

が
て
講
壇
に
上
が
っ
た
女
史
は
椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
、
脚
を
組
ん
だ
。
私

は
眼
前
数
メ
ー
ト
ル
の
所
に
美
し
い
長
い
脚
を
見
上
げ
て
感
嘆
し
、
驚
い
た
。
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女
性
が
脚
を
組
む
と
は
′

し
か
も
壇
上
で
。
私
達
は
作
法

の
授
業
で
、
和
室

で
の
正
座
は
両
膝
を
揃
え
る
。
椅
子
の
場
合
は
脚
を
揃
え
、
握
り
拳
以
上
は
膝

を
開
け
て
は
な
ら
な

い
と
教
え
込
ま
れ
て
い
た
。
脚
を
組
ん
だ
大
胆
な
女
史

の

姿
勢
に
驚
き
な
が
ら
も
、
私
の
眼
に
は
美
し
く
映

っ
た
。
や
が
て
女
史
は
立
ち

上
が
り
、
話
し
始
め
た
。
「
上
溝
高
女

の
皆
さ
ん
は
明
朗
で
理
知
的
で
す
ば
ら

し

い
」
と
褒
め
、
「
皆
さ
ん
と

一
緒
に
生
徒
自
治
会

で
働
け
る
の
は
嬉
し

い
」

「
女
性
が
男
性
と
同
等

で
あ
る
と

い
う
自
覚
を
し

っ
か
り
も

っ
て
ほ
し

い
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
通
訳
を
通
し
て
語

っ
た
。
誠
に
男
女
同
権
を
語
る
に
ふ
さ

わ
し

い
、
堂
々
と
し
た
態
度
で
あ

っ
た
。
が
、
し
か
し
そ
の
時
私
の
心
に
敗
者

の
悲
哀

の
よ
う
な
も

の
が
よ
ぎ
ら

た
。
壇
上
の
ミ
セ
ス

・
ジ

ュ
レ
イ
ダ
ー
と
土

間
の
私
達
の
距
離
を
思

っ
た
。
あ
の
人
達

（米
国
人
）
と
同
等

の
立
場
で
話
し

合
え
る
ま
で
に
は
ど
れ
ほ
ど

の
道

の
り
が
…
。
終
戦
ま
で
女
性
は
常
に
男
性
の

後
を
少
し
う

つ
む
き
な
が
ら
歩

い
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
胸
を
張

っ
て
新
し
い

道
を
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
…
。
と
り
と
め
な
く
考
え
な
が
ら
私
は
妙
に
興
奮
し

て
い
た
。

七
ｏ
年
の
人
生
の
中
で
私
は
外
国
の
人
や
自
然
や
文
化
に
接
し
、
何
度
か
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
が
、
思
え
ば
終
戦
直
後

の
ミ
セ
ス

・
ジ

ュ
レ
イ

ダ
ー
の
母
校
訪
間
が
最
初
の
、
強
烈
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
あ

つ
た
。
今

で
は
外
国
人
よ
り
日
本

の
若
者
達
か
ら
受
け
る
シ
ョ
ッ
ク
の
方
が
大
き

い
時
も

あ
る
が
…
。

（史
料
２
×
史
料
３
）
は
シ
ユ
レ
イ
ダ
ー
女
史

（史
料
の
中
で
は
ジ
ュ
レ
イ

ダ
ー
と
な

っ
て
い
る
）
の
講
演
と
そ
の
時
の
生
徒
の
反
応
で
あ
る
。
は
じ
め
て

日
の
当
た
り
に
見
る
ア
メ
リ
カ
人
。
し
か
も
女
性
軍
人
で
あ
る
こ
と
へ
の
シ
ョ
ッ

ク
。
女
性
が
軍
属
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
日
本
で
は
、
女
性
の
軍

人
と
言
う
だ
け
で
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ス
タ
イ
ル
の
良
さ
。
そ
し
て

何
よ
り
も
人
前
で
脚
を
組
ん
だ
こ
と
の
シ
ョ
ッ
ク
。
戦
前
ま
で
の
教
育

・
躾
を

受
け
て
い
た
生
徒
達
は

一
様
に
大
な
り
小
な
り

の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
こ
と
を
手
記
の
中
か
ら
読
み
取
れ
る
。
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